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＜連絡事項＞

· 1/10（木）14：00　岩織由美子様の御家族がデイケア見学予定。（下舘対応予定）

· 1/10（木）14：00　清水徹様（青南病院入院中）がデイケア見学予定。（木村対応予定）

· 1/10（木）13：30　野村理幸様、退院療養検討会。（中居出席）

· 1/10（木）13：00　清水徹様退院療養検討会議開催予定。

· 1/11（金）9：00青陽館にて佐藤朗子様ケア会議開催。出席者は本人、御家族、通所スタッフ（下舘SGM）外来関係スタッフ。

· 1/11（金）15：30　食事サービス提供管理委員会を4階ユーティリティーで開催予定。（山田出席）

· 1階脱衣所下の水漏れについて･･･水道管の金具を閉めた為、しばらく様子を見る。汚水が漏れている事も考えられる為、再度水漏れが確認された際には業者へ連絡する。

· トイレ換気扇が反応しない事が多く、トイレ内の臭気が篭っている為、換気扇の反応センサー感度を上げる事が出来ないかを確認中。

· 施設内での不具合がある際には、全て日誌に記入していく。

＜外来情報＞

· 平　康子様　　～風邪は引いていないとの事。正月期間中は五戸に帰省し、妹様と銭湯などを利用
　　　　　　　　したと報告される。

· 中居　松男様　～担当医へと送信した年賀状が届いているかを確認。自宅の住所についても同時に
　　　　　　　　確認されている。正月中は実家帰省したとの事。水虫について、担当医より改善
　　　　　　　　しているか確認があるが、特に変わりはないとの事。処方はそのまま継続となっ
　　　　　　　　ている。今年は診断書を出してもらわなくてはいけないと話される。

· 小野寺　文明様～お母様の面会にそろそろ行く予定との事。昨晩、本田様と30分程電話で話を
　　　　　　　　してから、興奮して夜間の睡眠が取れなかったと話される。

· 鈴木　恵美子様～1/5より3日間食事を摂取しても嘔吐したと報告。現在嘔吐はないが、腹部が
　　　　　　　　ニヤニヤするような不快感は継続していると話される。ナウゼリン（吐気止め）
　　　　　　　　3日分処方。デイケアを休む為2週間分の処方を希望されているが、1週間分を
　　　　　　　　処方している。体重65.4kgと変動は無い。
　　　　　　　　受診後、セルリアンでコーヒーとパウンドケーキを摂取されている。

· 奥山　以依子様～3/20に退所予定と報告。2月に自宅へ外泊に行く事を報告している。

· 種市　久子様　～息子の所へ電話をしているが、電話口に出てくれず、パニックになると話される。
　　　　　　　　3月までには引き取り、自宅近くの小学校へ通わせたいと一方的に話される。
　　　　　　　　受診時には娘様を同伴している。

· 長瀬　紘一郎様～年賀状を担当医へと出したとの事で、届いているかを確認。血圧やや高値。
　　　　　　　　1/11に平和病院受診予定との事。

· 鹿原　博夫様　～特に変わりなく、正月期間中は実家帰省する事無く自宅で過ごしたと報告される。

· 柳町　信之様　～受診中にニヤつき見られている。便秘しているが調子は良く、肛門部からの出血
　　　　　　　　もないとの事。体重58.8kg。

· 山田　健次様　～咳き込んでいる事が見られているが、風邪などの訴えは無い。食事も睡眠状況
　　　　　　　　にも問題はないとの事。

· 前野　義勝様　～胸部痛は改善して来ているが、時折痛む事がある為痛み止めで対応しているとの
　　　　　　　　事。ロキソニン（痛み止め）1週間分処方となっている。
　　　　　　　　今後について、幸房に残って仕事をしたいと希望。

· 中居　美津子様～正月期間中は煮しめ等を作ろうと思ったが、風邪を引いてしまいストーブの前
　　　　　　　　から離れられなかったと報告される。今月分の、お姉様からの家計簿の点検が
　　　　　　　　まだ済んでいないと話されている。

· 種本　サハ様　～背部痛を訴え受診。時折寝違えて背中を痛める事があるとの事。アスモロール
　　　　　　　　2袋処方となっている。

· 森　彩子様　　～問診の声掛けをしても喫煙所でぼんやりとして、話を聞いていない様子あり。
　　　　　　　　現在、尿失禁があり悩んでいると相談あり、尿取りパットの利用を考えていると
　　　　　　　　話される。又、親戚が亡くなったことを報告し、家族との関係について一方的に
　　　　　　　　話している。12月になると、精神的な調子を崩してしまうとの事。

＜利用者様情報＞

· 溝越　キク様　～頭痛・寒気の訴えあり、本日厚着をして来所。昼食後、頭痛が増強したと訴え
　　　　　　　　帰宅要求あり。バイタル測定しているが血圧98/68mmHg。いつもより低値である
　　　　　　　　為、しばらく様子をみてから帰宅するように説明している。

· 鈴木　恵美子様～本人より電話連絡あり、調子は良くなったがまだ腹痛が継続している為、今週
　　　　　　　　はデイケアを欠席して自宅で様子を見るとの事。

· 種市　久子様　～昨日より電話が頻回にあり、「スタッフから子供についてひどい事を言われた」
　　　　　　　　と訴えあり。その後、「デイケア宛に手紙を出したので、今日の16:00に自宅へ
　　　　　　　　電話をしろ」と再度電話受けている。本日の外来受診時にも医事へ同様の伝言
　　　　　　　　あり。
　　　　　　　　⇒私用での電話は行えない事を説明しているが納得される様子はない。

· 繁名　和恵様　～朝から強い幻聴があると訴えあり、少し遅れて来所。来所後も静養室利用して
　　　　　　　　休まれている事が多い。
　　　　　　　　⇒休む時間を設定して、その都度声掛けを行う。
　　　　　　　　　幻聴が強い時には頓服の服用も促す。

＜退院療養検討会　報告＞

榮田　豊様（28）統合失調症　主治医：安ヶ平Dr　入院期間　H19.4/27～H20.1/13（予定）

初外来：1/26　（2週間に1度の外来受診）

今までから現在の経過：八戸赤十字病院へ通院していたが。母への粗暴行為があり当院へ措置入院となる。入院中、母の面会時に声を荒げることが見られスタッフの介入要していたが、徐々に落ち着きが見られるようになっている。H19.6/19西病棟へ転棟となり、同年11/30に措置入院から医療保護入院へと変更となっている。

入院中の様子：日課には声掛け要しており、他者との交流は殆んど見られず臥床傾向にある。時に床に寝ていることもある。私物整理が困難。

　　　　　　　内服は忘れる事はあるが拒否はなく、声掛けを行うと服薬することが出来ている。外泊中は、服薬を本人へ任せている為、怠薬傾向にあった。

今後の方向性：訪問看護…導入については現在検討中。

　　　　　　　デイケア…火・木曜日の週2日を希望。利用目的としては、体力作りと疾病の理解を挙げている。（ジム通いを希望していたが、疾病に対する理解が薄く、怠薬が予想される為）

　　　　　　　担当医から…孤立しない生活を送る。対人でのストレスを感じるが、表面上は上手く付き合う事が出来る。

＜見学者様　報告＞

野村　理幸様　（23）　統合失調症　緊張型

本日お父様と見学の為来所。退院後は自宅（五戸）へ戻るが、入院中もご両親が毎日面会へ来ていた為、通所利用後の送迎などには問題ないと思われる。

○入院経緯　　･･･怠薬の為症状悪化し入院となっているが、御家族も疾病の理解は乏しい。

○見学中の様子･･･スタッフから本人へ質問をしても、全てお父様が返答されており、本人からの発言は無い。

○退院後の生活･･･お父様より「退院したら仕事（父の手伝い）をさせる。」と話されており、通所については帰宅後検討するとの返答受けている。

＜利用者様検討＞

上久保　善郎様（42）　統合失調症　　通所利用後11ヶ月

治療計画（11月見直し）

①特定のスタッフやメンバーへの過度な接触が見られる。

②飲水量が多い。

①について

· 過度な接触が見られた際には、相手との距離の持ち方について個別に対応し指導している。その後徐々に減少傾向にはあるが、特定スタッフへの接近は変わらない。

· 青山荘では･･･以前は見られていたが今は見られない。

· 特定のスタッフへの接近が見られるのは、スタッフの態度に問題は見られないのか？
今後の対応

· なぜ、特定の方に対して近い距離で接するのかを確認する。

· 特定のスタッフに対して恋愛感情があると本人が捉えてしまわないように、スタッフの態度の教育と、本人への現実との区別が出来るはっきりとした関わりを持つ。

②について

· 本人にノートを準備して頂き、約１ヶ月間水分摂取量を測定している。
以前の水分量（利用時間内）･･･4リットル程度（500ペットボトル4～5本　+コップでの飲水）
現在の水分量（　　〃　　）･･･2リットル程度（500ペットボトル2本　+コップ2杯程度）

· 水分摂取量が多すぎる事での身体への影響について説明を行っている。

· 水分摂取量が多いことにより、トイレでのプログラム退室が見られるが、退室時に声をかける事はない。

今後の対応

· 水分を頻繁に摂取している理由について本人へ再度確認し、その上での対応について再度検討。

· 退室時のマナーとして、一声掛けてからトイレへ行くように説明する。










